第5回総会議事録　場所：びわこ文化公園
出席者：
奈良女、京女　代理
広報部長　欠席
他全員出席
○来年度学連幹事について
幹事長：松浦(阪大)
副幹事：中村(京大)
事務局：天野(京大)
会計：佐藤(奈良女)
広報：杉原(奈良女)
渉外：笠間(京大)→4回生のため要検討
会計監査：奈良女OBより選出
競技、普及については未定のため次回までに決定
○来年度諮問委員について
次回会議までに各大学で諮問委員を決定すること
○新歓日程について
学連新歓：4/26、京都にて4回生が主催
一定：5/17に決定
新歓合宿：生駒のフォトロゲは定員が近く新歓には使えそうにないためこの裏、5/23、24
○来年度全日本リレー供託金支出について
第24回全日本リレー滋賀大会へ10万円の供託金を出すかどうか
→予算を見る限り問題なく返済されそうなので幹事会議決により出すことに決定
各府県協会を通じて学生に運営補助の依頼がくることがあるので知っておいてもらいたいとのこと
○協賛依頼について
ネオ倶楽部からの関西学連に協賛できないかとの誘いをどうするか
具体的にはバスの手配やウェアの作成をしたいとのこと
→メリットが挙がらなかったため全校一致で断ることに決定
○セレで発生した利益の配分について
前回議決されたセレの利益配分をいつから適用するか
→今年度のミドルセレから適用
○ロング推薦規約の改正について
・uofkメーリングリスト630、638、649、651、653-655の推薦基準案をもとに話し合いが行われた。まずはそれぞれの意見の補足をした。
・阪大：優先度1を20位としたのは枠獲得率のギャップではなく7割という数字が信頼できるものと考えたため。
・奈良女：絶対的な基準を設けるよりも諮問委員の判断を優先させるべき。
・京大：人によって大会の使い方は違うため「今速い人」を選ぶことは非常に難しい。また、機械的に推薦を決めるために基準を設けるのにその基準の中に諮問委員の判断を入れるのは一貫性がないのでは。
・阪大：推薦基準は誰の目にも明らかなくらい速い選手を通すためのものであり、どんぐりの背比べのような選手を基準で拾う必要はないと考える。また、セレは人の判断を介さずにエリートを決めるものなので推薦は人の判断で柔軟に決めるべきなのでは。
・ここで柔軟性に関連して推薦基準の優先度を越えた推薦が許されるべきではないかという提案が奈良女からなされた。
・奈良女：優先度1の最下位と優先度2の最上位のどちらが速いかは一概には言えないのではないか。
・京大：それでは優先度の意味がない。
→優先度を越えた推薦を許す、について決がとられた。賛成2(奈良女、京女)反対2(京大、阪大)で意見が割れたため一時保留に。
→同一の優先度に複数人いる場合にその中での順位は参照せず諮問委員の判断にゆだねる、について決がとられた。全校一致で賛成。
・その判断基準はどうするのか。
・京大：人によって大会の使い方は違うため過去のインカレを参照すべき。
・インカレや各自提出した特筆すべき大会のトップ比を参照すべき。
→トップ比も含めた多面的な解釈をお願いすることでまとまった。
・優先度1の順位について
・阪大の7割を基準とした20位案、京大の枠を基準とした30位案の双方に十分な説得力があり、実際にメーリングリストの上でも平行線を辿ったため折衷案として25位にしてはどうかという案が挙がった。
→全校一致で賛成。
・議題は優先度を越えた推薦を許すかどうかに戻った。
・忌引きなどやむにやまれぬ事情で前年度インカレロングに出場できなかったが他の優先度1に該当する選手よりも明らかに速い選手を選出できないのは問題があるのではないか。
→特別な事情があれば許すことになった
・他にも就職活動等考慮されるべき事情はいくつかあるが体調不良など個人の責任で片づけられる事情との線引きをどうするのか。
・各大学に持ち帰って案を挙げ、全校が挙げるような事情に限り考慮に値するのでは。
→挙げ忘れて考慮されるべき事情が考慮されなくなる可能性がある。
・その事情が考慮に値するかどうかも含めて諮問委員の判断に委ねればいいのでは。
→全校一致で賛成
○各部局から
幹事長：来年度の用意について
・来年度中にインカレスプリントの関西セレの規約および推薦規約を考える。第一回総会までにその草案を考えておくこと。
・正式なインカレになった以上出場希望者はある程度の人数が予想されるのでセレクションレースの準備もしておいた方がいいだろう。
競技部：2月13日の将軍塚における学連練習会において競技部予算から2万円を支出した。残った予算を使って3月25日に上桐生で練習会を行う。
渉外部：地図の販売履歴をメーリングリストに流す。また、学連練習会での地図使用枚数を報告すること。
会計部：今年度決算、来年度予算は未完成なので次回総会に持ち越す。
セレの利益配分について学連HPを更新すること。また、会計報告書の書式を変える。
次回総会は学連新歓のとき
